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更
科
が
１
９
８
５（
昭
和
60
）年
９
月
25

日
に
没
し
た
後
、弟
子
屈
で
も「
原
野
忌
」

が
催
さ
れ
ま
し
た
。１
９
９
３（
平
成
５
）

年
の「
原
野
忌
」で
、永
田
洋
平
や
森
川
勇

作
た
ち
が
、
更
科
の
文
学
碑
建
立
の
と

き
の「
両
親
の
開
拓
し
た
土
地
に
小
さ
な

碑
を
残
し
た
い
気
持
ち
は
な
く
も
な
い

が
…
」と
い
う
言
葉
を
、
参
会
し
た
有
志

に
話
し
ま
す
。

　

こ
の
話
は
す
ぐ
に
了
解
さ
れ
、
早
速

実
行
委
員
長
を
永
田
洋
平
に「
更
科
文

庫
」に
携
わ
っ
た
弟
子
屈
町
商
工
会
青
年

部
が
実
働
部
隊
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

碑
と
な
っ
た
石
の
寄
贈
と
土
地
使
用

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
更
科
の
近
親

者
か
ら
の
好
意
が
あ
り
、
資
金
は
協
賛

金
や
寄
付
金
と
町
か
ら
の
補
助
金
で
し

た
。１
９
９
４（
平
成
６
）年
９
月
25
日「
棒

の
杭
で
も
…
」の
更
科
の
言
葉
が『
原
野
の

樹
』と『
更
科
源
藏
先
生　

生
誕
之
碑
』と

し
て
、
父
母
が
鍬
を
下
ろ
し
た
熊
牛
原

野
に
建
立
さ
れ
た
の
で
す
。

　

永
田
た
ち
が
こ
の
碑
を『
原
野
の
樹
』

と
名
づ
け
た
の
は「
原
野
」は
更
科
を
生
ん

だ
そ
の
土
壌
で
、「
樹
」は
原
野
に
根
を
張

り
、
優
れ
た
種
子
を
宿
す
精
英
樹
を
象

徴
し
た
も
の
で
し
た
。

（『
原
野
紀
行
』第
24
回
参
照
）

　

永
田
洋
平
や
森
川
勇
作
た
ち
に
は
、

も
う
一
つ
の
計
画
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

更
科
は
、
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和

の
終
わ
り
ま
で
文
学
活
動
を
し
、
日
本

の
近
代
文
学
と
現
代
文
学
の
橋
渡
し
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
在

野
で
研
究
し
た
資
料
な
ど
、
貴
重
な
財

産
を
残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。こ
の
資

料
を
一
堂
に
展
示
し
、
文
学
や
ア
イ
ヌ

文
化
の
研
究
に
役
立
つ
よ
う
な
情
報
を

発
信
す
る『
更
科
源
藏
文
学
館
』の
建
設
。

そ
れ
が
、
も
う
一
つ
の
計
画
だ
っ
た
の

で
す
。

　

こ
の
館
は
２
０
０
７
年
４
月
、
町
が
、

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
っ
た

“
一
市
九
カ
町
村
の
物
産
館
”を
改
修
し

て“
文
学
館
”に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が「
更
科
源
藏
文
学
資
料
館

4

4

4

4

4

」と
し
て
開
館

さ
せ
ま
し
た
。

　

永
田
洋
平
や
森
川
勇
作
た
ち
は『
更
科

源
藏
文
学
館
』と『
原
野
の
樹
』が
、熊
牛
原

野
の
生
誕
の
地
で
一
対
に
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
、
文
学
資
料

館
が
完
成
し
た
と
き
に
は
永
田
洋
平
は

没
し
て
い
た
の
で
す
。こ
の
こ
と
を
知

る
更
科
源
藏
文
学
賞
の
会
の
髙
田
中

は
、
永
田
洋
平
ら
の
思
い
ど
お
り
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が「
更
科
源
藏
文
学
資

料
館
」の
完
成
の
年
、
第
３
回
更
科
源
藏

文
学
賞
贈
呈
式
の
日
に
合
わ
せ
て『
原
野

の
樹
』を
生
誕
の
地
熊
牛
原
野
か
ら
、
弟

子
屈
原
野
の
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

前
庭
に
移
設
建
立
し
た
の
で
す
。

『原野の樹』その後

●更科源藏資料紹介

第
65
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

移設された碑の全景

3,000円分の入浴ポイントがついて、販売価格は
1,500円と大変お得な「湯巡り手形」。町内では、㈱ツー
リズムてしかがと参加施設で販売されています。


